
プロローグ
　こんにちは。ご案内役の奈良のりえです。夢への挑戦
をテーマに企業トップへのインタビューなどをおよそ１
時間にわたって放送している「チャレンジ・ザ・ドリー
ム」。今日のトップインタビューは、LED表示器やリモ
コン、各種電子回路などの設計、製造を手がける、みど
り市の群馬電機株式会社 上野文雄会長、75歳です。群
馬電機はカセットテープレコーダー製造の専門会社とし
て1968年に設立され繁盛しましたが、オーナーがこの事
業からの撤退を決定。社員が減少する中、上野会長らが
中心となって新しい事業に取り組み、現在の会社の骨格
をつくってきました。上野会長に挑戦の軌跡を伺ってい
きます。番組後半は、木や草からガソリンをつくるとい
う夢のようにも思える研究に挑戦しているエムラボ株式
会社を紹介します。

トップインタビュー
群馬電機株式会社
上野文雄 取締役会長
̶̶̶群馬電機株式会社の上野文雄会長にFM GUNMA
のスタジオにお越しいただきました。上野会長、どうぞ
よろしくお願いいたします。

上野会長：群馬電機の上野でございます。よろしくお願
いします。

【収録風景：FM GUNMAスタジオにて】

【転職のきっかけと会社の存亡危機】

̶̶̶群馬電機がどのような製品をつくっているのか、
今日はヒット商品をお持ちいただきました。スーパーな

【プログラム】
■トップインタビュー
　群馬電機株式会社
　　　　上野文雄　取締役会長

■保証協会からのお知らせ
　群馬県新型コロナウイルス感染症対応資金について

■チャレンジ企業紹介コーナー
　エムラボ株式会社

◎アナウンサー　奈良のりえ

FM GUNMA × 群馬県信用保証協会 

チャレンジ•ザ•ドリーム
～群馬の明日をひらく～

Cha l l e n g e  t h e  D r e am

令和２年７月２日（第88回）放送

　当協会は、平成25年度より、FM GUNMAと共同制作番組
を毎月1回放送しています。創業・起業の応援をメインテー
マとし、群馬発の企業のトップインタビューを中心に構成し
ています。
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どで使われている「呼び込み君」という商品ですが、皆
さんはこの音に聞き覚えがあるのではないでしょうか。

≪「呼び込み君」再生 ≫

̶̶̶はい、ということで、一度は聞いたことがあるリ
ズミカルな１曲ですよね、会長。

上野会長：そうですね。録音はこのオリジナル曲だけで
なく、チャンネルを変えることで別の曲やそのときに必
要なメッセージを自由に入れられるということで、大変
評判がいいというかですね、ご利用いただいているお店
が多いですね。

̶̶̶こうした自社製品をお持ちの群馬電機の三代目の
社長を務め、現在は会長職に就かれている上野会長です
が、創業者の家系ではないそうですね。

上野会長：はい、そうなのですね。私は福島県の会津の
生まれで、一度就職したのですが、もう少し勉強したい
と思いまして、働きながら電気の専門学校に通いました。
そして、卒業するときに、その学校にある会社の求人が
きたのですが、その会社というのが元当社のグループの
伊勢崎の会社でした。当時はその伊勢崎の会社も含めて
10社のグループ、今で言うホールディングスだったので
す。

̶̶̶そうですか。

上野会長：そして、当時はとてもハイテクな商品だった
カセットテープレコーダーの製造専門会社を、みどり市
大間々につくろうということになりましてね、「おまえ、
そこに行け」ということで、開設メンバーとして会社を
移籍したということが、当社に勤めることになったいき
さつなのです。

̶̶̶移籍して、どういったお仕事をしていったのです
か。

上野会長：当時は24歳でしたが、いきなり工場部門の責
任者という立場を任されました。

̶̶̶専門の工場をつくるぐらいですから、当時はそれ
だけカセットテープレコーダーの需要があったというこ
とですね。

上野会長：そういうことですね。

̶̶̶そうすると、工場はとっても活気があったので
しょうね。

上野会長：そうですね。

̶̶̶そのような状況が、ずっと続いたのですか。

上野会長：それがですね、今でもそうなのですが、ある
ものが成熟していくと、必ずコストのことが問題になる
のですね。そうすると、国内じゃなくて海外で生産しよ
うとなるのですね。国内の工場が空洞化するわけですよ。
ということになってですね、そのときオーナーからご指
示を受けたのはね、私が当初入った伊勢崎の会社との合
併でした。会社を一つにしようというご指示もありまし
たね。

̶̶̶その指示どおりにいくわけですか、それは。

上野会長：そうではありませんでした。会社には社員が
200人ぐらいいたのですよ。若い人たちが多くて、とて
も熱心に仕事をやってもらっていました。それでもう会
社をやめるよ、なくなるよというのは、私は現地責任者
としてはとても忍びなくて、そうしたくないということ
を創業者に頼みました。「何とかこのままでやる方法を
考えたいです」というようなことをお願いして、合併と
か会社をなくすということは、取りあえずはなくなった
のです。

̶̶̶ということは、生き残るために新たな何かを見つ
けなくてはいけないわけですね。

上野会長：そうですね。では、実際に何をやるのかとい
うことですよね。それはもう全く当てがないのでとても
困りましたよね。

̶̶̶どのようにしてその状況を打開していったのです
か。

上野会長：最初は、取りあえずその伊勢崎の兄弟会社か
らお仕事をもらったりしました。で、その仕事もしばら
くしてなくなってくるのですね。そこからは、何でも屋
ではないですが、当社は「ピラニア」って言われている
のですよ。

̶̶̶ピラニアですか？

上野会長：なんでも食べちゃうピラニアみたいな会社。
これしかやらない、これしかできないということではな
く、とにかくたくさんいろいろなものにチャレンジしよ
うということで、取り組んできましたね。で、その中で、
当社にとって非常にラッキーなことがありました。その
当時、自動販売機が、徐々に電子化される時代でした。
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その自動販売機の電子回路の仕事をやらせていただいた
というのが、現在の基礎をつくったと思います。

̶̶̶そうですか。そこから次のステップにつながるこ
とが出てくるのですか。

上野会長：いいチャンスに恵まれて、そうしたお仕事を
させてもらっている中でも、現状のままでいいというこ
とではなく、自分たちの商品をつくったらどうだ、とい
うアドバイスを創業者がしてくださったのですよね。そ
こから自動販売機の仕事をやりながらですね、自社商品
の部門を立ち上げたということなのですね。

̶̶̶どういうものを考えてつくられましたか。

上野会長：当時、三洋電機さんで『ズバコン』というテ
レビがあったのですよね。そのズバコン用のリモコンを
当社で生産していたのですが、超音波で遠隔操作するの
に誤動作が非常に多かったのですね。そこでね、今度は
超音波ではなく赤外線で動かす仕組みになるのですが、
そうなると新しい技術になるのですね。それで使われる
のがLEDなのです。

̶̶̶LEDが出てくるのですね。

上野会長：そうです。当時はLEDが一番ハイテク部品で
した。それを利用した自社商品をつくるという発想にな
りました。例えばね、最初につくったのは、そのLEDを
利用したキーライトです。

̶̶̶キーライトですか？

上野会長：自動車のキーがありますよね。今はキーレス
になっていますが、当時はキーを差し込んで開錠したり
施錠したりするじゃないですか。

̶̶̶ああ、そうですね、ええ。

上野会長：夜だと鍵穴はなかなかわかりにくくて大変で
すよね。なので、そのキーにライトを付けるという商品
をつくりました。だからキーライトというわけです。

̶̶̶まさにキーライトだ（笑）。

上野会長：そうすると、LEDでパッと照らすと明るくなっ
て、キーの穴がよくわかる。とても便利なものですね。
これが当社の最初の自社商品じゃないでしょうかね。

̶̶̶キーライトからスタートしたわけですね。

上野会長：その後、LED活用の電光掲示板などに移行し
ていくのですが、それは今もつくり続けていますね。

【「呼び込み君」の開発秘話】

̶̶̶そういう中で、このヒット商品の呼び込み君が開
発されていくわけですが、どのようなことがきっかけで
開発したのでしょうか。

上野会長：そうですね、当社は、もともとテープレコー
ダーの録音・再生に関する技術があるわけですよね。そ
の機能を活用して、最初は、焼き芋屋さんの「いらっしゃ
い、いらっしゃい」という呼び込み用の商品、お客さん
を呼び込もうという発想でつくったものが現在の呼び込
み君につながっているのですね。で、最初につくった商
品は、焼き芋屋さんではあまりヒットしなくて……。

̶̶̶そうなんですか？

上野会長：そうです（笑）。それがスーパーなどでヒッ
トするようになったということですかね。スーパーの店
長さんや店員さんが「今日は安いよ」とか、「今日は新鮮
な何かが入っているよ」という呼び込みを、マイクを使っ
てやっていたのですね。で、「それを自動でやる方法はな
いの？」という提案がスーパーからあったのですよ。

̶̶̶そうでしたか。

上野会長：営業に行った先で「こんなものができない？」
という問いかけがあって、それでこの呼び込み君を改良
してね、スーパーにも使えるような形にしたのです。だ
から今の呼び込み君は、元はもっと単純だったのですよ
ね。で、音楽もね、普通のまちで流れているような音楽
を録音して流していたのですが、JASRACから勝手に使っ
ちゃ駄目だよと注意されました。

̶̶̶なるほど、著作の関係で。

上野会長：そうです、著作権があるので勝手に使っちゃ
駄目よというのがあって、それだったら、自分たちでオ
リジナルの曲をつくろうという発想でできたのが、今の
このメロディーなのですよ。

̶̶̶あらあ、それでこの曲をオリジナルでつくって商
品にしたのですね。

上野会長：そうですね。この曲は、前橋市のある作曲家
さんにお願いしてつくってもらったものなのですよ。

̶̶̶呼び込み君は、今や群馬電機さんの看板商品の一
つでもありますものねえ。

上野会長：そうですね。ありがたいことです。
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【他に利を与える】

̶̶̶そういった紆余曲折がいろいろあったのですね。
うまくいかなかったときというのは、どんな想いで乗り
切っていくのですか。

上野会長：それはですね、何のために企業を経営してい
るのか、この会社は何のためにあるのかということを考
えます。そこのところはね、私たち、企業経営者にとっ
てはとても大事だし、皆さんそうだと思うのですね。で、
当社で言えば、また私自身の考えはね、『利他』なのです
よね。

̶̶̶利他ですか？

上野会長：『利他』です。利を他に与えるということです
ね。『自分の利』のことではなくて、社員がいるから、
あるいは社会のためになるからという利他の心と言いま
すか、考え方っていうのはね、とても大事なことなので
はないかと私は思います。それがあれば、社会からも支
援していただけますしね。おそらく自分の利だけを追う
ために企業経営されている方はいないと思いますが、そ
このウエイトが高くないと、やはり窮地に陥ったときに
周りが助けてくれないような気がします。企業は、自分
たちでやっているようで、実際は多くの人たちの支援や
援助があって存在しているわけですね。その人たちのた
めになる、社会のためになるという、原点がぶれないよ
うにしないと、支援してもらえませんものね。そこがと
ても私は大事じゃないかなと思いますね。

̶̶̶さて、工場長や副社長を歴任した後、2005年に社
長に就任されました。社長就任後のお話もこの後、伺っ
ていきますが、その前に１曲お届けしたいと思います。
リクエストいただいているのは『故郷』です。歌ってい
るのは中国の歌手、李広宏さんという方です。中国の工
場での思い出が詰まった歌だと伺っています。

上野会長：当社はですね、今から20年前ですかね、中国
広東省の東莞に工場をつくったのですよ。当時の社員は、
ほとんどが、中国の全土から就職してくる寮生なのです
ね。で、そういう人たちはみんな寮に入ったわけですよね。
私もふるさとを離れて、今のみどり市、群馬県にいるわ
けですね。

̶̶̶会津からね。

上野会長：そうです。今でもそうですが、私は望郷の想
いはとても強いのです。中国のその工場でみんなの心を

一つにするためにどうしたらいいかということで、いろ
いろ試行錯誤したのですが、この『故郷』という歌を中
国の李さんが歌っておられるCDを見つけましてね、そ
の曲を中国工場でかけました。当時、工場には200人以
上の社員がいたと思います。それで、１番は私が日本語
で歌ったわけですよね。で、この李さんの歌はね、２番
を中国語で歌っているのですよ。なので、中国の人たち
も理解できるわけです。

̶̶̶ああ、そうですねえ。

上野会長：それでね、そのCDを聞き終わった後、女子
社員はみんな泣き出したのですね。そこでみんなの心が
一つになれたのです。

̶̶̶歌の力って大きいですねえ。

上野会長：そうですね、すごいと思います。とてもこれ
は思い出に残る曲です。

̶̶̶ではお届けしましょう。李広宏で『故郷』。

【群馬電機　本社】

【社長就任時の想い】

̶̶̶社長に就任したとき、まず、どのような方向を目
指そうと考えましたか。

上野会長：そのときにですね、二代目の社長である、創
業者のご子息が先に亡くなられたのですよ。

̶̶̶ああ、そうでしたか……。

上野会長：それで、そのショックもあって創業者は病院
にずっと入院されているような状態でした。実質的に経
営ができなくなってしまったので、私が社長をやること
になったのですが、私が大阪の病院にお見舞いにお伺い
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ているのですが、「こうしたらいかがでしょうか」みたい
なところを提案して、それを評価していただいて、お仕
事をいただくっていう提案営業ですね。ですから、当社
の営業は、営業マンがやるのではなくて、設計従事者が
やるのですよ。それがね、当社の特徴だと思います。

̶̶̶特徴ですね。

上野会長：設計者自身が、お客さまのところへ行って提
案をして、そして、お客さまから「ああ、群馬電機でやっ
たほうがいいな」と思っていただいて、お仕事をいただ
いているというような流れですよね。

̶̶̶最近、新たなヒット商品がまた生まれたそうです
ね。

上野会長：これはですね、コロナウイルスに感染しない
ようにということで、感染防止のパーティションを新し
くつくっているのですよ。

̶̶̶ああ、そうですか。

上野会長：これは、当社のテーブルや事務机にそれを置
いて、飛沫感染を予防しようよということで、まず自社
使用のためにつくったのです。そうしたところ、「いや、
これって、よそでもきっと需要あるよね。これ、売って
みようよ」ということで、営業してみるとニーズがたく
さんあったということなのです。学校や飲食店向けなど、
各種シリーズ化しています。

【経営理念と創業者の言葉】

̶̶̶改めまして、経営理念について伺っていってもよ
ろしいでしょうか。

上野会長：それはですね、経営者として私自身が物事を
判断するときに、「悲観的に予測して楽観的に対処せよ」
ということを意識しています。物事の先々を考えるとき
に、悲観的というか、厳しく見ていくということですかね。
今日より明日、今月より来月、今年より来年、これはよ
くならないよと、悪くなるよ、厳しくなるよという前提
に立って、経営計画や行動計画を立てます。で、厳しく
見て、厳しくならなければそれでいいわけですよね。で、
もう一つは、「楽観的に対処せよ」というのは、もう起こっ
てしまっていることは、悲観的にならないで、淡々と処
理していこうよということです。この２つを考え方の基
本として行動基準、あるいは経営計画を立てています。

したときに、あまりおしゃべりができるような状態では
なかったのです。ただ、私が帰るときにですね、「上野君、
頼むよ」って、苦しい息の中からおっしゃいました。私
はそれを遺訓のように思っていてですね、私なりに解釈
すると、群馬電機という会社を継続してくれというかで
すね、長く続かせてくれという、そういうことをおっしゃ
りたかったのではないかなと。だからまず社長に就任し
たときに最初に思ったのは、「長く続く会社にしていこう」
ですね。で、それは何のために長く続けるのかといったら、
社員がおりますしね、また、何がしか社会に貢献してい
るとすれば、やはり社会にとっても会社が続いていくこ
とこそが一番大事なことだなというふうに私は思いまし
た。地味でもいいから長く続く会社にしようというのが、
まず私が決意したことですね。

̶̶̶やはり、自社開発というのがすごく大事になって
くるのですか。

上野会長：それはね、いろいろな業界でいろいろな会社
とお取引させていただきたいというのが当社の考え方な
のですよ。

̶̶̶１社に偏らないでということですね。

上野会長：そう、１社に偏重しない。それは、もっと言
えば、過去の歴史の中で様々な経験をしたことで、やは
り自立するというかですね、自分で生きていけるような
会社にしたいなということが、とても強かったのですね。
自社商品は自分たちで企画して、自分たちで努力できる
部分もありますよね。ですから、自社商品をやり始めた、
そこに力を入れているっていうのは、背景には自立する
という想いがあったのです。

̶̶̶ああ、自立した会社であるために……。

上野会長：もちろん、OEMのような下請けとして仕事
をすることはとても大事なことで、そのことに価値がな
いとかそういうことではないのですが、それだけではな
くてね、自分たちの意思でやれる部分も一部にはあった
ほうが安定するんじゃないかなということは、考え方の
基本になっていますよね。

̶̶̶自社商品と下請け、どちらが屋台骨なのですか。

上野会長：いや、今でもお仕事をいただいてね、やって
いるOEM、あるいはODMのウエイトが高いですね。た
だ、そこにおんぶに抱っこじゃなくて、やはりお客さん
のためになるような提案ですね。当社は提案営業と言っ
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ね、みんなの会社にしようっていうのがスキームだった
のですよ。今、実際に持株会ができています。会社は誰
のものって問いかけたときにね、みんなのものだという
ことで、実際に形としてもね、仕組みとしてもそうなっ
ているのですよ。

̶̶̶そうなのですか。

上野会長：ですから、みんなで経営するということですね。
それで一人一人が誰かを頼るのではなくて、自立してい
くっていうことです。給料は、いただくのではなくて、
自分の働きによって得られるのだと、そういう考え方な
のですよね。

̶̶̶やりがいがありますね。

上野会長：ですから、当社の仕組みはね、とても厳しい
ですよ。成果主義みたいになっています。

̶̶̶ある意味、シビアですよね。

上野会長：シビアだと思います。

̶̶̶それから、地域の若手経営者の育成にも尽力され
ていると伺っています。

上野会長：いやぁ、育成なんておこがましい。そういう
ことではなくて、みんなで経営の悩みを話し合って、そ
して励まし合っているということですかね。

̶̶̶なんかビジネスの手法とはちょっと違う勉強会な
のですって？

上野会長：そうです。手法というか、テクニックの勉強
は少なくて、人としての在り方、徳を学んでいるという
かですね、それをお互いに高め合うように切磋琢磨して
いると言ったほうがいいのでしょうかね。だから誰かが
教えるとかいうのではなくて、お互いに高め合うような
勉強というか、修行をしているということですかね。

̶̶̶人間の土台づくりということですか。

上野会長：そうです、全くそのとおりですね。で、その
土台ができれば、おのずと経営もよくなるはずですし、
また、いい会社になって社会に貢献できるのではないか
なと思いますね。

̶̶̶創業者の方の言葉もとても大切にしていらっしゃ
るそうですね。

上野会長：例えば、人間はお父さん、お母さんがいて、
今の自分がいるじゃないですか。会社はね、創業者がい
て創業されたから会社がありますよね。

̶̶̶確かにそうですね。

上野会長：ですから、お父さん、お母さん、自分の親を
想う心と、社員として創業者を想う心は同じじゃないで
すか。今の私があるのは、創業者の教えのおかげです。
私のやってきたことが、仮に成功したものがあるとすれ
ば、それは創業者の指導・教えが正しかったからだろう
なというふうに私は思っています。

̶̶̶上野会長が創業者の方の言葉で大切にしているも
のはありますか？

上野会長：私が常務取締役のとき「上野君な、見えない
ものが見える、聞こえない声が聞こえる、その境地にな
らないと、本物の経営者にはならないのだ」と、よく言
われましたね。

̶̶̶え、これはどういうことですか。

上野会長：それを言われた当時は、見えないものが見え
たり、聞こえないものが聞こえるような、そんな神がかっ
たことはあまり理解できていなかったですね（笑）。でも、
後日、ようやくその意味がわかりました。例えば、すで
に起こってしまっていること、新聞紙上のニュースだと
か、あるいは社会現象として表れているようなことです
ね、それを後から知ったら駄目なんだよと。そうなる前に、
それを見抜く力、感じる力を養わないと手遅れになって
しまう、ということをよく言われていました。今は、見
ないものが見える、聞こえない声が聞こえるということ
を、少しは理解してきました。心を落ち着けてずっと深
く深く考えるとね、聞こえてくるのですよ。ささやいて
くるとでも言いますか。それは、おそらくもう一人の自
分に問いかけているということなのだと思います。「こ
うしたほうがいいんじゃない？」とか。そういうことを
おっしゃったのではないかなと。私は今になってようや
く理解できたような気がします。

̶̶̶社員の皆さんの意識を高める取り組みも行ってい
るそうですね。

上野会長：当社はホールディングスから自立したときに
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【群馬電機の自社商品】

【趣味について】

̶̶̶さて、ここではお仕事の話を離れますが、会長、
ご趣味は何ですか。

上野会長：そうですね、私は本当に電機が好きで、夜間
の学校に行ったのもそのためなのです。今日はFM 
GUNMAさんにお伺いしていますが、こんな仕事をやり
たかったのですよ。

̶̶̶アナウンサーのお仕事ですか？

上野会長：アナウンサーではなくて、放送技術です。こ
れを目指して学校へ行ったのですよ。

̶̶̶あ、そうでしたか。

上野会長：ですから長いことね、趣味と言ったら、アマ
チュア無線だったのですよ。今でも無線機のスイッチを
入れるとね、CQCQとできるのですが……。

̶̶̶世界の人とつながっているのですか。

上野会長：そうです。ですから本当に夢中になってね、
ずっとやっていました。で、今は無線でそれをやらなく
ても携帯電話で通じる時代になりましたから、頻度は下
がりましたが、今でも技術のことをやっているときが、
我を忘れてしまうくらいとても楽しいですよね。

̶̶̶ものづくりとかがお好きなのでしょうか。

上野会長：ものづくりですね。電気回路を考えるとか、
何かをつくるとか、そういうものが好きですね。あ、そ
れと今は家庭菜園も好きです。種をまいて、芽が出て、
実ができる。というそのプロセスがね、いいですよね。

だから買ってきたほうが全然安くて手間はないのですが、
それではあまり満足感がないのですよ。やはりそのプロ
セスが楽しいっていうかな……。

̶̶̶プロセスも一緒に楽しむような感じですね。

上野会長：そうですね。

【今後の目標と若者へのメッセージ】

̶̶̶さて、仕事の話に戻りますが、群馬電機の今後の
目標を教えてください。

上野会長：今現在は、コロナウイルスのことで、とても
社会経済は厳しくなっていますよね。この状況はいずれ
改善して、必ず成長軌道に載るのだろうと思いますが、
それには時間がかかると思います。で、当社の場合は、
そういった社会環境の変化も受けて、拡大ではなく、筋
肉質の体質の会社にしたいと思っています。今やってい
る体制にさらに磨きをかけて、内容のもっともっといい
会社にしていきたいですね。小さくてもピカって光って
いるような会社をめざして、社員の皆さんと一緒に取り
組んでいるところです。やらなくてはいけない課題は多
いのですが、きちっとした筋肉質のいい会社にするため
にね、さらに磨きをかけていくように努力をしたいと
思っています。

̶̶̶会社の大きさではなく、ピカっと光る会社を目指
すというわけですね。

上野会長：そうですね。

̶̶̶最後に、新しい事業に挑戦したいと考えている人
や、企業内で頑張っている若い人へのメッセージの意味
も込めてお話しいただければと思うのですが、新規事業
に取り組む中で大切なことは、上野会長、何だと思いま
すか。

上野会長：企業経営というのは、そんなに簡単というか、
楽なものではなくて、チャレンジ、あるいは苦労の連続
と言ったほうがいいかもしれませんね。それをやり遂げ
るためには、やはり覚悟というか、ぶれないというか、
やり続けていく粘り強さが必要だと思うのですよ。で、
私が思うことはですね、スタートアップする方たちね、
これは国の政策でもありますしね、社会にとっても、ど
んどん新しい会社ができて、スタートアップしていただ
きたいのですが、その人たちに少し、私の考えを話した
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いと思います。スタートアップするときに補助金をもら
う場合があるじゃないですか。全然悪いことではありま
せんが、ただその補助金というのは公金で、その基になっ
ているのは税金ですよね。

̶̶̶はい、そうですね。

上野会長：で、その税金をお支払いしている人たちは、
とても苦労しながら、努力しながら、税金を納税してい
るじゃないですか。それが補助金になってくるわけです
ね。だとすれば、その補助金をもらってスタートアップ
して企業を始めたら、必ず成功して、利益を出して、税
金でお返しする、そういうサイクルが回らないと、社会
は成り立ちませんよね。それはとっても大事なことで、
補助金を取ってあげた、あるいはもらった、それで終わ
りじゃなくてね、むしろ大事なのは、そこから成功させ
るための支援、あるいは、補助金をいただいた人はどん
なことがあっても、初心を貫いて、補助金を申請した時
の計画を必ず成功させるという強い意志が、私は必要だ
と思います。で、そうすることは、社会のためでもある
と同時にね、補助金をいただいてスタートアップした人
のためにもなるじゃないですか。全ての人が幸せになる、
その補助金が生きたことになるのですね。ですからこれ
からスタートされる方、また、もうスタートされている
方はですね、ぜひ強い意志を持って、志を持ってやり遂
げてほしいなというのが私の想いです。

̶̶̶今日のトップインタビューは群馬電機株式会社の
上野文雄会長にFM GUNMAのスタジオにお越しいただ
きました。ありがとうございます。最後にリクエスト曲
をもう１曲お届けしたいと思います。

上野会長：私は、生まれも育ちも福島県の会津なのですね。
会津はご存じのように城下町ですね。

̶̶̶ああ、そうですね。

上野会長：そこで青春を過ごしましたのでね、そのこと
が今でも懐かしく思っていて、この歌の歌詞は私のふる
さとのことを言っていような気がする、そんな内容の歌
なのですよ。ですから、是非これを聞きたいなと思いま
す。

̶̶̶そうですか。では、私も一緒に聞かせていただき
ます。梶光夫で『青春の城下町』。今日はどうもありが
とうございました。

上野会長：ありがとうございました。

保証協会からのお知らせ
群馬県新型コロナウイルス感染症対応資金につ
いて
̶̶̶ここからは群馬県信用保証協会からのお知らせで
す。群馬県信用保証協会の磯調査役にお話しを伺います。
磯さん、よろしくお願いします。

磯調査役：こちらこそよろしくお願いします。

̶̶̶さて、新型コロナウイルス感染症の影響によって
事業活動に支障が生じている中小企業・小規模事業者の
方を力強く支援する群馬県の新しい制度資金が出来たの
ですよね。

磯調査役：はい、新型コロナウイルス感染症によって事
業活動に影響を受けた皆さまの資金繰りをサポートする
ため、群馬県の新しい制度資金「新型コロナウイルス感
染症対応資金」が出来ました。

̶̶̶この「新型コロナウイルス感染症対応資金」はど
のような特徴があるのですか。

磯調査役：はい、特徴は大きくふたつあります。ひとつは、
通常、お客さまが負担する「利子」と「信用保証料」を
国と群馬県が補助をすることで、借入に関する費用の負
担が軽減されることです。それから、もうひとつが、元
金のご返済を最長５年間猶予して、返済の負担を軽減す
ることで、資金繰りへの不安をやわらげて、経営の立て
直しに専念していただけます。

̶̶̶この感染症の影響で、苦境にありつつも、これか
ら頑張ろうとしている中小企業・小規模事業者の方に
とっては、とても頼りになる制度資金ですね。では、こ
の制度資金を利用できるのはどのような方ですか。

磯調査役：この制度資金をご利用いただける方は、「セー
フティネット保証４号」、「セーフティネット保証５号の
うち、売上高等の減少を要件とするもの」、「危機関連保証」
のいずれかの認定を受けた方になります。

̶̶̶感染症の影響で、売り上げが大きく落ち込んでし
まった事業者が対象になる、ということですね。それから、
大きな特徴の一つでもある、「利子」と「信用保証料」の
補助の内容について詳しく教えてください。

磯調査役：まず「利子」の補助ですが、売上高等が15％
以上減少した方 もしくは 個人事業主で小規模な事業を
営んでいる方を対象に、当初の７年分の利子が補助され
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ます。つぎに「信用保証料」の補助ですが、売上高等が
15％以上減少した方もしくは個人事業主で小規模な事業
を営んでいる方を対象に、当初の信用保証料が全額補助
されます。また、売上高等が５％以上15％未満減少した
方を対象に、当初の信用保証料の２分の１が補助されま
す。

̶̶̶国と群馬県による、これまでにない手厚いサポー
トで、事業を行う方々の資金繰りを支援していただける
のはとても心強いですね。さて、この「新型コロナウイ
ルス感染症対応資金」をご利用したいという方はどうす
れば良いですか。

磯調査役：ご利用に関するご相談は、保証協会の営業部・
各支店の保証課 または お取引のある金融機関までお願
いします。制度資金に関する詳しい情報は、当協会のホー
ムページ または群馬県のホームページをご確認くださ
い。

̶̶̶磯さん、今日はありがとうございました。

磯調査役：ありがとうございました。

チャレンジ企業紹介コーナー
エムラボ株式会社
　「チャレンジ・ザ・ドリーム～群馬の明日をひらく～」、
次に紹介するのは、木や草からガソリンをつくるという、
素人には夢のように思える研究に挑戦しているエムラボ
株式会社です。社長の三枝孝裕さんは39歳。群馬大学工
学部を卒業後、塾講師や県の外郭団体の研究員などを経
て、上野村に移住。村の再生可能エネルギー調査などに
携わり、おととしエムラボを設立しました。三枝さんに
夢への挑戦の様子を伺いました。

̶̶̶三枝さん、今日はどうぞよろしくお願いいたしま
す。

三枝社長：よろしくお願いいたします。

【収録風景：高崎市内の事務所にて】

̶̶̶いきなりの質問ですが、単刀直入に伺いますね。
どうやったら草や木からガソリンがつくれるのですか。

三枝社長：はい。草や木を燃やすと煙が出るじゃないで
すか。その煙を集めてきて液体にすると、なんとガソリ
ンになっちゃうのですね。

̶̶̶え？本当ですか？

三枝社長：これだけ聞くと信じがたいような話だと思う
のですが、もちろんそこにはちょっと難しい技術が入り
ます。技術のところは置いておいて、木を燃やしたガス
を集めてきているのが、当社の装置の特徴です。

̶̶̶何だか魔法のような……。

三枝社長：そうですよね。まあ化学ってね、魔法みたい
なものなのですね。

̶̶̶しかし、なぜ木からガソリンをつくろうというふ
うに考えたのですか。

三枝社長：一つには、私が住んでいる上野村の情勢があ
ります。上野村は97％が森林なのです。この森林を活か
すために上野村もいろいろな事業をやってきているので
すが、なかなか木の消費が追い付かず、木が余っている
ような状況なので、それをどうにかして使えないかと
思って始めたのがこの事業になります。

̶̶̶始めたのはいつぐらいですか。

三枝社長：このガソリンをつくる機械としてはですね、
５年ぐらい経ちます。実はその前に、上野村でバイオマ
ス発電所をつくるという構想があって、そこに携わらせ
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ていただいたので、そこから数えると10年ぐらいですか
ね。

̶̶̶ああ、そうなのですね。もともと三枝さんは上野
村のご出身ではなかったですよね？

三枝社長：はい。上野村出身ではないです。ご縁があっ
て上野村に引っ越してきた形です。バイオマス発電にか
かわっている中で、その機械も、やはり煙から発電をす
るっていう機械なのですが、たまたま機械トラブルで、
煙じゃなくて液が出ちゃったのです。これをきっかけに、
「あれ、煙から液が出るんだったら、液にしたほうが便
利なんじゃないかな」と思ったのですよ。というのも、
その発電所で使うためには、専用の機械が必要だったり、
いろいろ制約があったりするのですが、液にしちゃえば、
例えばガソリン、あるいは灯油という形で使えるのでは
ないかなと思ったのが、この発明のきっかけですね。

̶̶̶ええっ、失敗から生まれたチャンスということで
すか。

三枝社長：そうです。で、これを研究している最初のこ
ろに、事務所で水蒸気爆発が起きて（笑）……。

̶̶̶ええっ、大変（笑）。

三枝社長：研究はビーカーとフラスコでやっていたので
すが、ビーカーが吹っ飛んでいっちゃって、危うく大惨
事みたいな中でやっていたのです。おかげさまでそれが
ようやく形になってきて、クラウドファンディングを
やって、今、自分ではできないところをメーカーさんに
つくっていただいているような形ですね。

̶̶̶研究のために、2018年に会社を設立したそうです
ね。会社設立となると、ハードルがぐっと上がりますよね。
資金などはどういうふうに調達したのですか。

三枝社長：一つは、親に泣きついて300万円出してもら
いました（笑）。それから、そんなことをやりたいなん
ていうことを言っていたら、興味を持ってくださる方が
いて、200万円出資をしてくださるということになって、
その方から200万円をお預かりして、合わせて500万円
で会社を設立しました。

̶̶̶それを決心したのは、何かきっかけがあったので
すか。

三枝社長：当時、上野村の観光協会にいたのですが、や
はり自分がやりたいのは研究職でしたので、悶々してい

ました。そのことを妻に話したら、「悶々としているのな
ら辞めちゃえば」って、「やりたいことやったらいいよ」っ
て言われたので、「あ、そう？」って（笑）。

̶̶̶奥さまの一言がきっかけでしたか。

三枝社長：そうです。うちは妻さまさまですから（笑）。

̶̶̶研究段階ということは、まだ商品がないでしょう
から、収入はなかったわけですよね？

三枝社長：はい、そうです。研究をやり始めたころは全
然お金がなくって、びっくりしちゃうぐらい持ち出し
ばっかりだったのですが、おかげさまで上野村に来てか
ら行政とお付き合いさせていただくようなことが多くて、
商工会さんから中小企業の支援に関する業務ですとか、
それからホームページをつくったり、いろいろな仕事を
いただきながら、日々生活をしてきたというような感じ
ですね。

̶̶̶何とかそういったいろいろなお仕事で……。

三枝社長：そうですね。細かいことをやりながら何とか
やってきました。一応うちの会社としては、頭脳労働の
何でも屋をうたっているので、「私ができることは何でも
やります」というつもりでやらせていただいています。

【木からつくった油の燃焼】

̶̶̶なぜそこまでして木からガソリンをつくるのか、
この研究開発に取り組むのか、そのあたりの三枝さんの
情熱をちょっと掘り下げて伺えればと思います。

三枝社長：ありがとうございます。上野村にお世話になっ
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て、ここに恩返しをしたいという中で、上野村の課題は、
やはりどうやって木を使うかということなので、そこに
貢献をしたいということが最初の目的でした。当社が木
からガソリンをつくる機械をつくることができれば、そ
こで当社が少しでも雇用面でも貢献できるかなという想
いもありました。

̶̶̶現在、装置の開発はどのぐらいの段階まできてい
ますか。

三枝社長：そうですね。今、私が設計したものを県内の
会社さんにつくっていただいているところなのですが、
私の素人設計なので、プロが見ると、駄目なところがあ
るらしく、今その点を少し調整していただきながら装置
を組み上げていただいているようなところですね。

̶̶̶どのぐらいの大きさの装置になるのでしょうね。

三枝社長：目標は軽トラックに乗るサイズなので、１メー
トル角ぐらいのサイズを考えています。取りあえず試験
機としてはそういう形ですね。で、装置のイメージとし
ては、木を入れてボタンだけ押せば油が出るというイ
メージを想定しているのですが、ガソリンとか、軽油とか、
灯油とか油の種類が分かれるような形にして、本当に
ユーザーはコックをひねってもらうと、軽油とか、灯油
とか、ガソリンとか好きな油が使えるような機械をつく
りたいなと思っています。

̶̶̶うわあ、これ、かなり画期的ということでいいの
ですね。

三枝社長：そうですね。木を燃やしたときに、重油状態
で出てくる機械はあるのですが、重油状態ですと使いに
くいので、精製して、ガソリンとか軽油とかまでになると、
画期的な機械になりますね。

̶̶̶これ、どのぐらいの油がつくれるのですか。

三枝社長：今、目標としているのは、入れた木の量の10
分の１ぐらいの油をつくれるような装置にしたいと思っ
ています。

̶̶̶これは結構効率がいいということでしょうか？

三枝社長：そうですね。この業界ではかなり高効率なほ
うになります。

̶̶̶ああ、そうなのですね。いつぐらいに完成しそう
ですか。

三枝社長：早くても年内ぐらいかなとは思っています。

̶̶̶で、実際にでき上ったとしますよね。その先の、
製品化して販売ということを考えなくてはいけないとこ
ろかなと思いますが。

三枝社長：実はですね、去年、ベンチャーサミットとい
うイベントに参加させていただいて、そこでこの木から
油をつくる装置を発表させていただいたところですね、
おかげさまで結構反響をいただいていまして、今、３社
ほど引き合いがあります。県内が２社と、県外が１社で
すね。

̶̶̶やはりそれだけ環境への意識も高まっていて、ビ
ジネスチャンスがあるとお考えのユーザーさんがいらっ
しゃったと。

三枝社長：そうですね。この木からガソリンをつくるっ
ていう技術は、実は戦時中にやっていたのですね。物資
のない中で飛行機を飛ばさなきゃいけないのに、松から
油を取ったりする技術がありましたが、それが実になら
なかったのです。その理由の一つには、石油価格があり
まして、価格の安い石油が入ってくるようになれば、ど
うしても石油を使うようになりますよね。今はそうでは
なくて、石油そのものを使えないという状況が起きてく
るわけなので、それに代わる油を当社としては提供した
いなと思っています。やはり地球温暖化の一因としては
石油が挙げられているので、弊社のビジネスとしては、
今がチャンスだなと思っています。

̶̶̶ところで、この新型コロナのこの時期というのは、
三枝さんはどんなお仕事をしていましたか？　

三枝社長：そうですね。ビジネス的には本当に引きこも
りキャンペーンだったので（笑）……。

̶̶̶何もね、なかなか（笑）。

三枝社長：何もできなかったですね。融資制度なども使
いながらですね、生き延びてきたという感じですかね。

̶̶̶なんかこういう時期だからこそチャンスもあるの
だなんて、三枝さん……。

三枝社長：そうなのですよ。当社は創業２年目ですが、
銀行さんは通常３期分の決算がなければお金を貸してく
れないなんていう業界の中で、コロナの融資を借りられ
て事業が継続できたというのは本当にありがたいことだ
なと思います。４月の一か月の売上が3,000円で、どう
しようと思いました（笑）。なので98％ぐらいの売上減
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少率で認定していただいたのですが、売上が3,000円だっ
たからってね、諦めちゃうわけじゃなくて、そこで、じゃ
あ頑張ろうかなと思って動いてみると、今、この収録を
している場所は高崎の弊社の事務所で、糸井商事さんの
ビルなのですが、おかげさまで糸井商事さんにパート
ナーとして組んでいただいたりすることができたので、
やはり何か動いてみるのは大事なのかなと思いますよ
ね。

̶̶̶これからの夢をお聞かせください。

三枝社長：はい。「エネルギーと言ったらエムラボ」と
言ってもらえるぐらいに、大きい会社になろうと思って
います。会社が大きくなることによって、お世話になっ
た群馬県や上野村に恩返しできると思うので。やはり企
業として恩返しできるところって、売上を上げることだ
と思うので、単純に、お金だけの話ではなく、うちが利
益を上げることによって、どんどん環境もよくなって
いってもらいたいなという想いはあります。

̶̶̶これからもご期待申し上げます。

三枝社長：ありがとうございます。

̶̶̶エムラボ株式会社の三枝孝裕社長にお話を伺いま
した。ありがとうございました。

三枝社長：ありがとうございました。

エピローグ
　夢への挑戦をテーマに、明日へ向かって走っている人
を応援する番組「チャレンジ・ザ・ドリーム」。今日は、
番組前半は、LED表示器やリモコン、各種電子回路など
の設計、製造を手がける群馬電機株式会社の上野文雄会
長のトップインタビュー、そして後半は、木や草からガ
ソリンをつくる研究に挑戦しているエムラボ株式会社を
紹介しました。トップインタビューの模様はポッドキャ
スト配信も行っています。FM GUNMAホームページの
「チャレンジ・ザ・ドリーム」のサイトをご覧ください。
　「チャレンジ・ザ・ドリーム～群馬の明日をひらく～」、
この番組は「頑張るあなたを応援します！群馬県信用保
証協会」の提供でお送りしました。ご案内役は、私、奈
良のりえでした。

FM GUNMAと当協会の共同制作番組

チャレンジ・ザ・ドリーム
～群馬の明日をひらく～
【９月の放送のお知らせ】

令和２年９月３日（木）12:00～12:55
再放送　９月５日（土）  8:00～  8:55

ぜひお聞きください！
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